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Ⅰ 概 要

未来へ走り続ける光のライフライン

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～

【第 3 次拡張期　（昭和 51 年～平成 4 年）】

　衰えを見せない市勢の発展、生活水準の向上などにより、水需要の増加には陰りが見えず、さ

らに河川環境の悪化という新たな問題が生じてきました。

　これらの問題に対応するため、市内全

域にわたる主要配水管の整備、拡充を行

い、また、林浄水場の隣接地を購入し汚

泥処理施設として天日乾燥床を新設し

ました。この結果、現在の送・導・配水

管 延 長 の 約 85％ が こ の 時 期 ま で に 布

設され、普及率も 94.1％へと飛躍的に

増大しました。

【第 4 次拡張期　（平成 12 年～）】

　これまでの 3 度にわたる拡張事業は、増加し続ける水需要に対応するための施設の拡大を事

業の柱としていましたが、平成 7 年に発生した阪神淡路大震災を契機に安心・安全な水の安定

的な給水が求められるようになってきました。

　そこで、市内給水の核となる施設である林浄

水場の運転管理の安全性の強化を図るため、中

央管理システムをはじめとした各種設備の更新

工事を行うとともに、安定給水の確保を図るた

め、清山配水池に新タンクを築造しました。

　また、給水サービスの地域間格差を解消し、可

能な限り広域的な事業運営を行っていくための

第一歩として、平成 20 年に上ヶ原簡易水道を

上水道に統合し、これにより、それまで西の河原

川上流を水源として給水を受けていた上ヶ原地

区への、島田川の伏流水というより恵まれた水源からの給水が可能となりました。

3　施設更新・高水準化期

▲第４次拡張事業において更新された、電気設備（左）、中央監理棟（中）、薬品注入設備（右）

▲林浄水場中央監理室の様子

▲水道管の布設距離と給水人口の増加の経緯
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未来へ走り続ける光のライフライン 市民アンケートの実施

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅰ 概 要

市民アンケートの実施

1　市民アンケート実施にあたって

　『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ 』では、水道事業の将来ビジョンを地

域住民のみなさまと構築していくという観点から、平成 19 年 12 月に「光市水道市民アンケー

ト」を実施しました。

　本アンケートの結果から得られた、地域住民のみなさまの水道に対する意見・要望をもとに、

光市水道事業の考えと併せて、『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ 』で掲げ

る取り組みを決定しました。

2　回収状況

配 布 数配 布 数 有効配布数有効配布数 回 収 数回 収 数 回収率 (%)回収率 (%)

2,0102,010 1,9991,999 967967 48.448.4

◆回収率

◆生活用水利用別回答者数

◆飲み水として何を利用されていますか？

◆（そのまま飲まない）理由をお聞かせください

◆上水道利用者お住まいの内訳

◆簡易水道利用者お住まいの内訳

上 水 道上 水 道 簡 易 水 道簡 易 水 道 計計その他（井戸など）その他（井戸など）

769769 8686 112112 967967

島田・上島田
三井・周防地区
島田・上島田
三井・周防地区浅 江 地 区浅 江 地 区 光 井 地 区光 井 地 区 室 積 地 区室 積 地 区 計計

272272 195195 127127 175175 769769

◆その他 ( 井戸など ) お住まいの内訳

島田・上島田
三井・周防地区
島田・上島田
三井・周防地区

浅 江 地 区浅 江 地 区 光 井 地 区光 井 地 区 大 和 地 区大 和 地 区 計計

33 4545 88 5656 112112

岩屋・
伊保木地区
岩屋・
伊保木地区上 ヶ 原 地 区上 ヶ 原 地 区 牛 島 地 区牛 島 地 区 大 和 地 区大 和 地 区 計計

44 99 88 6565 8686

◆  簡易水道
　給水人口が５,０００人以下の水道で、現在光市では、岩屋・伊保木地区、牛島地区、大和地区が
該当する。それぞれの水源は、【岩屋・伊保木…西・東伊保木深井戸】、【牛島…牛島深井戸】、【大
和…田布施川表流水】。

Q.1　直接飲用度

0 20 40 60 80 100（％）

その他
（井戸など）
（回答者数：112 人）

簡易水道
（回答者数：86 人）

上水道
（回答者数：769 人）

その他
（井戸など）
（回答者数：36 人）

簡易水道
（回答者数：48 人）

上水道
（回答者数：329 人）

57.2%57.2%

44.2%44.2%

67.8%67.8% 13.4%13.4% 10.7%10.7%

5.4%5.4%

2.7%2.7%

20.9%20.9% 24.4%24.4% 4.7%4.7%

5.8%5.8%

18.5%18.5% 15.7%15.7%

5.6%5.6%
3.0%3.0%

そのまま飲んでいる 浄水器を通して飲んでいる

一度煮沸させて飲んでいる

その他

市販のペットボトル水を購入している

0 20 40 60 80

44.4%44.4%

45.8%45.8%

55.6%55.6% 5.5%5.5% 16.7%16.7% 22.2%22.2%

14.6%14.6% 12.5%12.5% 8.3%8.3% 18.8%18.8%

10.3%10.3% 10.6%10.6% 4.9%4.9% 29.8%29.8%

水質に不安があるから いやな臭いがするから

おいしくないから

その他

飲むものではないと考えるから

　水道水は 50 項目もの水質基準をクリアして、各家庭へと供給されていますが、水道を利用し

ている人のうちの約半数は水質に不安を感じ、蛇口の水をそのまま飲用水として使っていない

という結果が得られました。

100（％）
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未来へ走り続ける光のライフライン 市民アンケートの実施

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅰ 概 要

※上ヶ原簡易水道は平成 20 年４月
　１日に上水道統合されました。

Q.2　不満・心配な点

◆現在の上水道（簡易水道）に対して不満（心配）な点をお聞かせ下さい ◆上水道との統合を希望しますか？（簡易水道利用者のみ）

◆水道水の利用を希望しますか？（その他（井戸など）利用者のみ）

その他 (3.6%)
事業内容の情報提供 (1.2%)

水道事業の経営状態 (1.4%)

水圧が低い (2.0%)

給水の安定性 (2.2%)

災害時の給水確保

(13.4%)

災害時の給水確保

(13.4%)

水道料金

(19.0%)

水道料金

(19.0%)

水質の安全性

(24.6%)

水質の安全性

(24.6%)

特にない

(32.6%)

特にない

(32.6%)

上水道

(769人）

水圧が低い (5.8%)

　上水道、簡易水道ともに「特に

ない」、「水道料金」、「水質の安

全性」、「災害時の給水確保」と

いう 4 項目が、全体の約 9 割

を占めていますが、簡易水道

では、そのうちの約 3 割の人

が水道料金に対して不満を感

じ て い る と い う 結 果 と な り ま

した。

　これは、上ヶ原を除く簡易水道

の 水 道 料 金 体 系 が 上 水 道 よ り も 高

く 設 定 さ れ て い る た め で あ る と 考 え

られますが、牛島簡易水道を除く、3 簡易

水道は平成 21 年度までに上水道に統合され

料金体系も統一されるため、この不満は大きく解消

されるものと考えられます。

その他 (1.2%)

給水の安定性 (5.8%)

災害時の給水確保

(8.1%)

災害時の給水確保

(8.1%)

水質の安全性

(22.1%)

水質の安全性

(22.1%)

特にない

（24.4%)

特にない

（24.4%)

水道料金

(32.6%)

水道料金

(32.6%)

簡易水道

Q.3　水道利用希望度

その他 (5.6%)

早急に希望する

(38.4%)

早急に希望する

(38.4%)

上水道の水質に

不安があるから (8.3%)

将来的に希望する

(19.8%)

将来的に希望する

(19.8%)

統合の経費が無駄

であるから (8.3%)

統合のメリットが

わからない (41.7%)

統合のメリットが

わからない (41.7%)

簡易水道で十分

であるから (36.1%)

どちらでもよい

(34.9%)

どちらでもよい

(34.9%)

希望しない (6.9%)

上水道を引き込む経費が

無駄であるから (12.5%)

早急に希望する

(17.0%)

早急に希望する

(17.0%)

その他 (12.5%)

将来的に希望する

(25.8%)

将来的に希望する

(25.8%)

水道料金がかかるから (8.3%)

水道はきているが

切り替えていない

(14.3%)

水道はきているが

切り替えていない

(14.3%)

上水道の水質に

不安があるから (4.2%)

どちらでもよい

(17.0%)

どちらでもよい

(17.0%)

現在のままで

十分であるから

　(62.5%)

現在のままで

十分であるから

　(62.5%)

希望しない

(25.9%)

希望しない

(25.9%)

　全体の 6 割近いお客さまが上水道への統合を希望しており、どちらでもよいというお客さま

を加えると、全体の 9 割以上を占める結果となりました。どちらでもよいと回答したお客さまの

うち、その理由を統合のメリットがわからない、簡易水道のままで十分であるからと回答したお

客さまが 8 割近くいるため、統合により水道料金が安くなるなどのメリットをＰＲしていけば、

統合希望度は大幅に上昇すると考えられます。

　簡易水道に比べて、上水道への統合を希望するお客さまは少なく、現状で満足されているお客

さまが多いという結果が得られました。

(86人）
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　これは、上ヶ原を除く簡易水道

の 水 道 料 金 体 系 が 上 水 道 よ り も 高

く 設 定 さ れ て い る た め で あ る と 考 え

られますが、牛島簡易水道を除く、3 簡易

水道は平成 21 年度までに上水道に統合され

料金体系も統一されるため、この不満は大きく解消

されるものと考えられます。

その他 (1.2%)

給水の安定性 (5.8%)

災害時の給水確保

(8.1%)

災害時の給水確保

(8.1%)

水質の安全性

(22.1%)

水質の安全性

(22.1%)

特にない

（24.4%)

特にない

（24.4%)

水道料金

(32.6%)

水道料金

(32.6%)

簡易水道

Q.3　水道利用希望度

その他 (5.6%)

早急に希望する

(38.4%)

早急に希望する

(38.4%)

上水道の水質に

不安があるから (8.3%)

将来的に希望する

(19.8%)

将来的に希望する

(19.8%)

統合の経費が無駄

であるから (8.3%)

統合のメリットが

わからない (41.7%)

統合のメリットが

わからない (41.7%)

簡易水道で十分

であるから (36.1%)

どちらでもよい

(34.9%)

どちらでもよい

(34.9%)

希望しない (6.9%)

上水道を引き込む経費が

無駄であるから (12.5%)

早急に希望する

(17.0%)

早急に希望する

(17.0%)

その他 (12.5%)

将来的に希望する

(25.8%)

将来的に希望する

(25.8%)

水道料金がかかるから (8.3%)

水道はきているが

切り替えていない

(14.3%)

水道はきているが

切り替えていない

(14.3%)

上水道の水質に

不安があるから (4.2%)

どちらでもよい

(17.0%)

どちらでもよい

(17.0%)

現在のままで

十分であるから

　(62.5%)

現在のままで

十分であるから

　(62.5%)

希望しない

(25.9%)

希望しない

(25.9%)

　全体の 6 割近いお客さまが上水道への統合を希望しており、どちらでもよいというお客さま

を加えると、全体の 9 割以上を占める結果となりました。どちらでもよいと回答したお客さまの

うち、その理由を統合のメリットがわからない、簡易水道のままで十分であるからと回答したお

客さまが 8 割近くいるため、統合により水道料金が安くなるなどのメリットをＰＲしていけば、

統合希望度は大幅に上昇すると考えられます。

　簡易水道に比べて、上水道への統合を希望するお客さまは少なく、現状で満足されているお客

さまが多いという結果が得られました。

(86人）
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未来へ走り続ける光のライフライン 市民アンケートの実施

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅰ 概 要

Q.4　水道事業への希望・要望

◆これからの水道事業に何を望みますか？（ひとり最大３つまで選択） ◆水道事業の果たすべき社会的役割は何があると思いますか？

　（ひとり最大３つまで選択）

その他及び無回答

(12.2%)

その他及び無回答

(12.2%)

窓口・電話対応の強化 (0.7%)

環境負荷へ配慮した事業運営 (1.2%)

水道事業の民営化 (1.2%)

料金支払方法の選択肢拡大 (1.3%)

事業内容の情報公開の充実 (1.9%)

経営の効率化 (2.5%)

水源涵養林の取得・維持管理

(4.7%)

水源の確保（渇水対策）

(9.3%)

水源の確保（渇水対策）

(9.3%)

災害に強い施設・

配水管網の構築

(11.7%)

災害に強い施設・

配水管網の構築

(11.7%) 島田川流域の水質保全

(15.3%)

島田川流域の水質保全

(15.3%)

水道料金の適正化

(16.6%)

水道料金の適正化

(16.6%)

水質の安全強化

(21.4%)

水質の安全強化

(21.4%)

上水道

その他及び無回答

(24.4%)

その他及び無回答

(24.4%)
窓口・電話対応の強化 (0.4%)

水道事業の民営化 (0.8%)

環境負荷へ配慮した

事業運営 (1.2%)

料金支払方法の

選択肢拡大 (2.3%)

経営の効率化 (2.3%)

事業内容の情報公開の充実 (3.1%)

水源涵養林の取得・維持管理 (3.1%)

島田川流域の水質保全

(5.8%) 災害に強い施設・

配水管網の構築 (7.8%)

水源の確保（渇水対策）

(8.1%)

水道料金の適正化

(18.2%)

水道料金の適正化

(18.2%)

水質の安全強化

(22.5%)

水質の安全強化

(22.5%)

簡易水道

その他及び無回答

(25.3%)

その他及び無回答

(25.3%)

経営の効率化 (0.9%)

水道事業の民営化 (0.9%)

料金支払方法の

選択肢拡大 (1.8%)

環境負荷へ配慮した

事業運営 (1.5%)

事業内容の情報

公開の充実 (3.6%)

水源涵養林の取得・維持管理 (6.0%)

水源の確保（渇水対策）(7.4%)

災害に強い施設・

配水管網の構築 (8.0%)

水道料金の適正化

(11.9%)

水道料金の適正化

(11.9%)

島田川流域の水質保全

(12.8%)

島田川流域の水質保全

(12.8%)

水質の安全強化

(19.9%)

水質の安全強化

(19.9%)

　上水道、簡易水道、その他（井戸など）、3 つ全てに共通して、「水道料金の適正化」「災害に強い

施設・配水管網の構築」「水源の確保（渇水対策）」「水質の安全強化」「島田川流域の水質保全」が

上位 5 項目に挙げられるという結果になりました。この結果から、水道事業に対するニーズは、

施設面、水質面、サービス面へと多種・多様化していることがうかがえます。

Q.5　水道事業の社会的役割

その他及び無回答

(25.8%)

その他及び無回答

(25.8%)

山口県全域における

広域運営 (2.7%)

発展途上国への

技術及び給水支援 (2.9%)

水道事業独自の広報誌

による定期的情報発信 (3.5%)

下水道使用料との同時徴収 (5.2%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (7.8%)

光市民全員が水道水を

利用できること (9.7%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (20.4%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (20.4%)

島田川周辺の環境整備

(22.0%)

島田川周辺の環境整備

(22.0%)

上水道

その他及び無回答

(34.5%)

その他及び無回答

(34.5%)

水道事業独自の広報誌による

定期的情報発信 (2.3%)

発展途上国への技術

及び給水支援 (3.1%)

下水道使用料との同時徴収 (4.3%)

山口県全域における広域運営 (4.7%)

光市民全員が水道水を

利用できること (9.7%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (12.0%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (12.0%)

島田川周辺の

環境整備 (11.2%)

島田川周辺の

環境整備 (11.2%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (18.2%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (18.2%)

簡易水道

その他及び無回答

(33.9%)

その他及び無回答

(33.9%)

発展途上国への

技術及び給水支援 (1.5%)

水道事業独自の広報誌に

よる定期的情報発信 (1.5%)

下水道使用料との同時徴収 (3.3%)

山口県全域における広域運営 (4.5%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (7.4%)

光市民全員が水道水を

利用できること (12.2%)

島田川周辺の環境整備

(16.1%)

島田川周辺の環境整備

(16.1%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (19.6%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (19.6%)

その他

（井戸など）

その他

（井戸など）

　上水道、簡易水道、その他（井戸など）、3 つ全てに共通して、「島田川周辺の環境整備」「50 年

先の水源確保を見越した涵養林の育成」が上位 2 項目までに挙げられており、環境に関心を持っ

ているお客さまが多いという結果が得られました。また、「受水槽などの飲料水の衛生管理」も上

位 4 項目までに挙げられていることから、水道の安全性や安定性に関心を持っているお客さま

が多いという結果も得られました。
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未来へ走り続ける光のライフライン 市民アンケートの実施

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅰ 概 要

Q.4　水道事業への希望・要望

◆これからの水道事業に何を望みますか？（ひとり最大３つまで選択） ◆水道事業の果たすべき社会的役割は何があると思いますか？

　（ひとり最大３つまで選択）

その他及び無回答

(12.2%)

その他及び無回答

(12.2%)

窓口・電話対応の強化 (0.7%)

環境負荷へ配慮した事業運営 (1.2%)

水道事業の民営化 (1.2%)

料金支払方法の選択肢拡大 (1.3%)

事業内容の情報公開の充実 (1.9%)

経営の効率化 (2.5%)

水源涵養林の取得・維持管理

(4.7%)

水源の確保（渇水対策）

(9.3%)

水源の確保（渇水対策）

(9.3%)

災害に強い施設・

配水管網の構築

(11.7%)

災害に強い施設・

配水管網の構築

(11.7%) 島田川流域の水質保全

(15.3%)

島田川流域の水質保全

(15.3%)

水道料金の適正化

(16.6%)

水道料金の適正化

(16.6%)

水質の安全強化

(21.4%)

水質の安全強化

(21.4%)

上水道

その他及び無回答

(24.4%)

その他及び無回答

(24.4%)
窓口・電話対応の強化 (0.4%)

水道事業の民営化 (0.8%)

環境負荷へ配慮した

事業運営 (1.2%)

料金支払方法の

選択肢拡大 (2.3%)

経営の効率化 (2.3%)

事業内容の情報公開の充実 (3.1%)

水源涵養林の取得・維持管理 (3.1%)

島田川流域の水質保全

(5.8%) 災害に強い施設・

配水管網の構築 (7.8%)

水源の確保（渇水対策）

(8.1%)

水道料金の適正化

(18.2%)

水道料金の適正化

(18.2%)

水質の安全強化

(22.5%)

水質の安全強化

(22.5%)

簡易水道

その他及び無回答

(25.3%)

その他及び無回答

(25.3%)

経営の効率化 (0.9%)

水道事業の民営化 (0.9%)

料金支払方法の

選択肢拡大 (1.8%)

環境負荷へ配慮した

事業運営 (1.5%)

事業内容の情報

公開の充実 (3.6%)

水源涵養林の取得・維持管理 (6.0%)

水源の確保（渇水対策）(7.4%)

災害に強い施設・

配水管網の構築 (8.0%)

水道料金の適正化

(11.9%)

水道料金の適正化

(11.9%)

島田川流域の水質保全

(12.8%)

島田川流域の水質保全

(12.8%)

水質の安全強化

(19.9%)

水質の安全強化

(19.9%)

　上水道、簡易水道、その他（井戸など）、3 つ全てに共通して、「水道料金の適正化」「災害に強い

施設・配水管網の構築」「水源の確保（渇水対策）」「水質の安全強化」「島田川流域の水質保全」が

上位 5 項目に挙げられるという結果になりました。この結果から、水道事業に対するニーズは、

施設面、水質面、サービス面へと多種・多様化していることがうかがえます。

Q.5　水道事業の社会的役割

その他及び無回答

(25.8%)

その他及び無回答

(25.8%)

山口県全域における

広域運営 (2.7%)

発展途上国への

技術及び給水支援 (2.9%)

水道事業独自の広報誌

による定期的情報発信 (3.5%)

下水道使用料との同時徴収 (5.2%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (7.8%)

光市民全員が水道水を

利用できること (9.7%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (20.4%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (20.4%)

島田川周辺の環境整備

(22.0%)

島田川周辺の環境整備

(22.0%)

上水道

その他及び無回答

(34.5%)

その他及び無回答

(34.5%)

水道事業独自の広報誌による

定期的情報発信 (2.3%)

発展途上国への技術

及び給水支援 (3.1%)

下水道使用料との同時徴収 (4.3%)

山口県全域における広域運営 (4.7%)

光市民全員が水道水を

利用できること (9.7%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (12.0%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (12.0%)

島田川周辺の

環境整備 (11.2%)

島田川周辺の

環境整備 (11.2%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (18.2%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (18.2%)

簡易水道

その他及び無回答

(33.9%)

その他及び無回答

(33.9%)

発展途上国への

技術及び給水支援 (1.5%)

水道事業独自の広報誌に

よる定期的情報発信 (1.5%)

下水道使用料との同時徴収 (3.3%)

山口県全域における広域運営 (4.5%)

受水槽などの飲料水

の衛生管理 (7.4%)

光市民全員が水道水を

利用できること (12.2%)

島田川周辺の環境整備

(16.1%)

島田川周辺の環境整備

(16.1%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (19.6%)

50 年先の水源確保を見越

した涵養林の育成 (19.6%)

その他

（井戸など）

その他

（井戸など）

　上水道、簡易水道、その他（井戸など）、3 つ全てに共通して、「島田川周辺の環境整備」「50 年

先の水源確保を見越した涵養林の育成」が上位 2 項目までに挙げられており、環境に関心を持っ

ているお客さまが多いという結果が得られました。また、「受水槽などの飲料水の衛生管理」も上

位 4 項目までに挙げられていることから、水道の安全性や安定性に関心を持っているお客さま

が多いという結果も得られました。
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Ⅰ 概 要

第３章

光市水道事業の
　　目指すべき方向性
光市水道事業の
　　目指すべき方向性

Problem

１ 近年の水道事業を取り巻く現状 21

２ 光市水道事業の現状と課題 21

未来へ走り続ける光のライフライン

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～

清山配水タンクから望む光市
（上）室積方面、（右）浅江方面

▲平成 21 年から通水予定の
　大和送水ポンプ所

▲周南都市水道水質検査センター
　（旧新南陽市水道局）

19


